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1990年代から今日まで 20年余に
わたりデータ分析／活用の最先端に
立ち、業界を牽引してきたNTTデー
タ。現在 D&I事業部は約 100名の
ビジネスコンサルタント・アナリス
ト／データサイエンティスト・アナ
リスト、60名超の ITアーキテクト
&APスペシャリスト（AI/IoT/ビッ
グデータ領域）を擁し、お客様のビ
ジネスをサポートしている※ 1。一事
業部内に、複数分野にわたるプロ
フェッショナル人財をこれだけ多数
揃えているのは、他に類がないと言っ
ても過言ではないだろう。さらに
NTTデータグループ全体、NTT研究
所を始めとする資本提携企業等のリ
ソースも活用することで、充実した
人財を揺るぎないものとしている。

D&I事業部は、こうしたプロフェッ
ショナル人財を活かし、コンサルティ
ングからサポートまでトータルで取
り組みを推進している（図１）。

英語で“化学反応を促進す
る触媒”を意味する「カタリ
スト（Catalyst）」。D&I事業
部は、NTTデータのメンバ
がお客様と“良い化学反応”
を起こすことで、お客様の
DX化を促進したいという想
いから、お客様に派遣する NTTデー
タの DX推進担当者を「カタリスト」
と呼称している。
カタリストは、お客様の CDO

（Chief Digital Officer：最高デジタ
ル責任者）の下に、お客様メンバと
共に、新たにデジタル CoE（Center 

of Excellence）を組織し、お客様の
DX推進に貢献を果たしていく。具
体的には、商品・サービス開発力、
業務オペレーションノウハウ等のお
客様の有するケイパビリティと、豊
富なデジタル人財、データドリブン
DX推進方法論、最新テクノロジを
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図1　Data&Intelligence 事業部の取り組み

お客様とNTTデータの
ケイパビリティを掛け合わせ
“良い化学反応”を促進
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フル活用し情報活用基盤を提供する
IT力等の NTTデータの有するケイ
パビリティで、良い化学反応を起こ

0 0 0 0 0 0 0 0 0

し
0

、お客様に変革をもたらす。もち
ろん、NTTデータはケイパビリティ
を提供するのみではなく、お客様と
一体となってビジネス価値創出を行
い、成果にコミットする。

D&I事業部は「デジタルサクセス」
を提唱している。「デジタルサクセ
ス」は、「デジタル」＋「カスタマ・
サクセス」すなわち、お客様にデジ
タルで成功していただきたいという
意味が込められた造語だ。
「デジタルでの成功」とはどのよ
うな姿を指すのだろうか？この問い
に対しD&I事業部は、デジタルサク
セスの目指す姿は、「お客様がデジ
タル技術を活用し、データドリブン
で様々な変革を実現するデータドリ
ブンカンパニーへと進化すること」
だと定義している。そしてそのため
に必要な要素として、ビジネス、
IT・Tech、データ・アナリティクス、
人財・組織の 4つを掲げ、これらを
バランスよく成熟させることが重要
であると考えている（図２）。D&I

事業部は過去実施したプロジェクト
の知見等を元に作り上げた、企業に
おけるデジタルサクセス成熟度を４
つの要素ごとに判断するツール「デ
ジタルサクセス成熟度診断ツール」
を活用し、企業の成熟度に合わせた
最適な提案を行っている。

◆事例１：A社

た。しかし D&I事業部は、単にシ
ステムを作るだけでは真の成果は得
られない、作った後も“データを活
用しビジネスを成功させる”支援を
したいと提言。提案内容にマーケ
ティングデータの分析・活用等を取
り入れて、B社の目的とする目標を
約 1年前倒しで実現するに至った。
その後は AI活用専門組織の設置と
各事業部門でのデータ /AI活用、分
析基盤の構築とトータルでのサポー
トを提供している。
「NTTデータを IT企業として捉
えていらっしゃる方もあるかもしれ
ませんが、私たちはもはや ITのみ
の企業ではなく、お客様の価値を創
造する企業に変貌を遂げたと自負し
ています。B社様にはそうした点を
評価いただけたのではないかと感じ
ています」（奥田氏）。
他業界の状況を知り自社のマーケ
ティングや戦略にデジタル化を活か
したいという企業の気運が高まる
中、マルチにハイレベルで多種多様
な企業とのつながりがある NTT

データは、自社の強みを十分に活か
し、これからもお客様のデジタルサ
クセスを実現すべく推進していく。

A社のサポートを開始したのは、
まだ世間に DXという言葉さえな
かった約 13年前に遡る。きっかけ
は、CRM（Customer Relation- ship 

Management：顧客関係管理）活動
の推進支援の依頼であったが、その
成功を皮切りに、お客様社内に DX

推進 CoE組織を構築。その後データ
活用の全社展開から業務変革まで幅
広く支援するようになった。現在で
は、AIの業務適用件数は数十件以上、
マーケティング /セールス /フィー
ルドサービス /設備保守など、様々
な業務で AI/Analyticsを活用し、ビ
ジネス成果拡大に貢献している。ま
た、Biz部門のアナリティクス人財
育成も積極的に推進し、組織づくり
もサポートしている。
「デジタルサクセスは一足飛びに
実現するものではありません。ス
モールスタートから小さな成功を積
み重ね、段階的に変革を推進するこ
とが“サクセスに繋がる”のだと思
います」（小林氏）。
◆事例２：B社
当初、B社からの RFP （Request 

for Proposal：提案依頼書）は小売
全面自由化といった市場の流れを受
けて“システムを作る”ものであっ
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図2　データドリブンカンパニーへの変革に必要な 4つの要素
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